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(57)【要約】
【課題】引き抜き時にガス吹き込み用プラグの底部鉄板
と側部鉄板との接合部付近が破壊することを防止する。
【解決手段】外面の少なくとも底部と底部外周に接する
側部を鉄板で覆い、前記底部にガス導入用パイプ１８を
接続したガス吹き込み用プラグ１０において、底部鉄板
１４の上面又は下面と側部鉄板１５との間を補強材１９
で接合した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外面の少なくとも底部と底部外周に接する側部を鉄板で覆い、前記底部にガス導入用パ
イプを接続したガス吹き込み用プラグであって、前記底部の鉄板が、当該底部の鉄板の上
面又は下面のいずれか又は両方から側部の鉄板との間を繋ぐ補強材で接合されている、ガ
ス吹き込み用プラグ。
【請求項２】
　前記補強材が、板状の鉄材（以下「リブ」という。）、棒状の鉄材（以下「棒材」とい
う。）及び面状の鉄材（以下「面材」という。）から選択するいずれか１又は複数である
、請求項１に記載のガス吹き込み用プラグ。
【請求項３】
　前記リブ又は前記棒材が、前記底部の鉄板の円周方向に分散して、３以上の箇所に設置
されている、請求項２に記載のガス吹き込み用プラグ。
【請求項４】
　前記面材が、前記底部の鉄板の円周方向に連続して設置されている、請求項２に記載の
ガス吹き込み用プラグ。
【請求項５】
　前記側部の鉄板が、前記底部の鉄板の外周との接合部より下方に延びている、請求項１
から請求項４のいずれかに記載のガス吹き込み用プラグ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、転炉や電気炉等の溶鋼取鍋（溶鋼容器）において底部からガスを吹き込むた
めに使用するガス吹き込み用プラグの構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　かかるガス吹き込み用プラグの使用後の取り外しにおいて、その底部に接続したガス導
入用パイプに引き抜き装置を接続して、下方に引っ張って抜き取る方法が採用されている
。ところが、この引き抜き時に、前記のガス導入用パイプ自体又はその周囲が破壊して、
ガス吹き込み用プラグ本体部分のほとんどが取鍋内に残留することがある。
【０００３】
　この対策として、例えば特許文献１には、ガス吹き込み用プラグとしてのポーラスプラ
グの下部に引抜き用補助治具が、引抜き治具兼用としてのガス導入用パイプとは別に設け
られていることを特徴とするポーラスプラグが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実願昭６３－１１９５８３号（実開平２－４２７５４号）のマイクロフィ
ルム
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記の特許文献１では、ポーラスプラグの下部に設置した引抜き用補助治具が機械的な
力を受けることでガス導入用パイプにかかる力が軽減されるので、ガス導入用パイプ自体
及びその周囲の破壊は免れることができる。しかしながら引き抜き時に、前記のようなガ
ス導入用パイプ自体又はその周囲の破壊だけではなく、例えば図１１に示すように、ガス
導入用パイプ１７を溶接したポーラスプラグの底部鉄板１４と側部鉄板１５との接合部（
溶接部１６）付近が破壊して、底部より上方の部分が取鍋内に残留することがある。この
ような形態の破壊は、特許文献１の引抜き用補助治具の設置では解決することができない
。
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【０００６】
　そこで、本発明が解決しようとする課題は、引き抜き時にガス吹き込み用プラグの底部
鉄板と側部鉄板との接合部付近が破壊することを防止することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によれば次の１～５のガス吹き込み用プラグが提供される。
１．外面の少なくとも底部と底部外周に接する側部を鉄板で覆い、前記底部にガス導入用
パイプを接続したガス吹き込み用プラグであって、前記底部の鉄板が、当該底部の鉄板の
上面又は下面のいずれか又は両方から側部の鉄板との間を繋ぐ補強材で接合されている、
ガス吹き込み用プラグ。
２．前記補強材が、板状の鉄材（以下「リブ」という。）、棒状の鉄材（以下「棒材」と
いう。）及び面状の鉄材（以下「面材」という。）から選択するいずれか１又は複数であ
る、前記１に記載のガス吹き込み用プラグ。
３．前記リブ又は前記棒材が、前記底部の鉄板の円周方向に分散して、３以上の箇所に設
置されている、前記２に記載のガス吹き込み用プラグ。
４．前記面材が、前記底部の鉄板の円周方向に連続して設置されている、前記２に記載の
ガス吹き込み用プラグ。
５．前記側部の鉄板が、前記底部の鉄板の外周との接合部より下方に延びている、前記１
から前記４のいずれかに記載のガス吹き込み用プラグ。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、前記の補強材により、引き抜き時の力をガス吹き込み用プラグの底部
鉄板と側部鉄板との接合部とは別の場所の側部鉄板にも分散することができ、引き抜き時
にガス吹き込み用プラグの底部鉄板と側部鉄板との接合部付近が破壊することを防止する
ことができる。また、これにより、ほぼ確実にポーラスプラグ全体を引き抜くことができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態に係るガス吹き込み用プラグの設置状態を断面で示すイメー
ジ図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面を示すイメージ図であって補強材がリブの例である。
【図３】本発明の前記一実施形態に係るガス吹き込み用プラグの他の構造例を断面で示す
イメージ図であって補強材が棒材の例である。
【図４】本発明の前記一実施形態に係るガス吹き込み用プラグのさらに他の構造例を断面
で示すイメージ図であって補強材が面材の例である。
【図５】図４のＡ－Ａ断面を示すイメージ図である。
【図６】本発明の他の実施形態に係るガス吹き込み用プラグの設置状態を断面で示すイメ
ージ図である。
【図７】図６のＡ－Ａ断面を示すイメージ図であって補強材がリブの例である。
【図８】本発明の前記他の実施形態に係るガス吹き込み用プラグの他の構造例を断面で示
すイメージ図であって補強材が棒材の例である。
【図９】本発明の前記他の実施形態に係るガス吹き込み用プラグのさらに他の構造例を断
面で示すイメージ図であって補強材が面材の例である。
【図１０】図９のＡ－Ａ断面を示すイメージ図である。
【図１１】従来のガス吹き込み用プラグを断面で示すイメージ図で、（ａ）は設置状態、
（ｂ）はポーラスプラグを引き抜いた際の底部鉄板と側部鉄板との間の破壊状態の例を示
す。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しつつ本発明の実施形態を述べる。
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【００１１】
（実施形態１）
　図１は本発明の一実施形態に係るガス吹き込み用プラグの設置状態を断面で示すイメー
ジ図、図２は図１のＡ－Ａ断面を示すイメージ図である。
【００１２】
　図１に示すようにガス吹き込み用プラグとしてのポーラスプラグ１０は溶鋼取鍋の底部
の羽口れんが３０に嵌め込んで使用される。
【００１３】
　ポーラスプラグ１０は、縦軸方向中央部にポーラスれんが１１を備え、このポーラスれ
んが１１の側部を囲むように不定形耐火物部分１２が設置されており、これらポーラスれ
んが１１及び不定形耐火物部分１２がプラグ本体１３を構成する。このプラグ本体１３は
、底部が円筒状で上部がテーパー状（円錐台状）となっており、プラグ本体１３の外面（
少なくとも底部と当該底部外周に接する側部）は鉄板で覆われている。すなわち、プラグ
本体１３の底部は底部鉄板１４で覆われ、プラグ本体１３の側部（少なくとも底部外周に
接する側部）は側部鉄板１５で覆われており、底部鉄板１４と側部鉄板１５とは溶接部１
６により接合している。また、底部鉄板１４の中央部にはガス導入用パイプ１７が接続さ
れており、ガス導入用パイプ１７より導入されるガスは、ガス導入口１８からポーラスれ
んが１１を通過して、ポーラスれんが１１の上端面から溶鋼取鍋内の溶鋼中に吹き込まれ
る。このようにポーラスプラグ１０は、ガス吹き込みのためにポーラスれんが１１を備え
、その側部を囲むように不定形耐火物部分１２が設置されているから、底部鉄板１４の内
側の一部に不定形耐火物部分１２を備えた構造となっている。
【００１４】
　このような基本構造において本発明のポーラスプラグ１０は、底部鉄板１４が、当該底
部鉄板１４の上面又は下面のいずれか又は両方から側部鉄板１５との間を繋ぐ補強材１９
で接合された構造を有する。本実施形態は、底部鉄板１４の上面と側部鉄板１５との間を
補強材１９で接合したもので、この補強材１９により、引き抜き時の力をポーラスプラグ
１０の底部鉄板１４と側部鉄板１５との接合部（溶接部１６）とは別の場所の側部鉄板１
５にも分散することができ、引き抜き時にポーラスプラグ１０の底部鉄板１４と側部鉄板
１５との接合部（溶接部１６）付近が破壊することを防止することができる。
【００１５】
　本発明において補強材１９は、「リブ」、「棒材」及び「面材」から選択するいずれか
１又は複数で構成することができる。図１の例では補強材１９をリブで構成し、図２に示
すように補強材１９（リブ）が底部鉄板１４の円周方向に均等分散して４箇所に設置され
ている。また、図３の例では補強材１９を棒材で構成し、この補強材１９（棒材）も底部
鉄板１４の円周方向に均等分散して４箇所に設置されている。このように、補強材１９を
リブ又は棒材で構成する場合は、力を全体に均等に分散させるためには３箇所以上分散さ
せて均等設置することが好ましい。
【００１６】
　一方、図４の例は補強材１９を面材で構成したものである。この補強材１９（面材）は
、図５に示すように底部鉄板１４の円周方向全周に連続して設置されている。このように
補強材１９（面材）を底部鉄板１４の円周方向全周に連続して設置することによっても、
力を全体に均等に分散させることができる。
【００１７】
（実施形態２）
　図６は本発明の他の実施形態に係るガス吹き込み用プラグを断面で示すイメージ図、図
７は図６のＡ－Ａ断面を示すイメージ図である。本実施形態は、側部鉄板１５を底部鉄板
１４の外周との接合部（溶接部１６）より下方に延ばしたうえで、底部鉄板１４の下面と
側部鉄板１５との間を補強材１９で接合したものである。この補強材１９によっても、引
き抜き時の力をポーラスプラグ１０の底部鉄板１４と側部鉄板１５との接合部（溶接部１
６）とは別の場所の側部鉄板１５にも分散することができ、引き抜き時にポーラスプラグ
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することができる。さらに、本実施形態のように補強材１９を底部鉄板１４の下面側に設
置することで、先の実施形態１のように補強材１９を不定形耐火物部分１２（プラグ本体
１３）に埋設して設置する必要がない。これにより、不定形耐火物部分１２（プラグ本体
１３）が補強材１９で分断されることがないので、不定形耐火物部分１２（プラグ本体１
３）の強度低下やガスリークを防止できる。また、補強材１９の設置も容易である。
【００１８】
　本実施形態においても補強材１９は、「リブ」、「棒材」及び「面材」から選択するい
ずれか１又は複数で構成することができる。図６の例では補強材１９をリブで構成し、図
７に示すように補強材１９（リブ）が底部鉄板１４の円周方向に均等分散して４箇所に設
置されている。また、図８の例では補強材１９を棒材で構成し、この補強材１９（棒材）
も底部鉄板１４の円周方向に均等分散して４箇所に設置されている。一方、図９の例は補
強材１９を面材で構成したもので、この補強材１９（面材）は、図１０に示すように底部
鉄板１４の円周方向全周に連続して設置されている。いずれの例によっても、力を全体に
均等に分散させることができる。
【００１９】
　なお、以上の実施形態は、ガス吹き込み用プラグの一形態としてポーラスれんが１１を
使用したポーラスプラグ１０としたが、本発明はポーラスプラグ以外のガス吹き込み用プ
ラグにも適用可能である。例えば、ポーラスれんが１１に替えて上下方向に複数本のガス
吹き込み管を備えたマルチホールプラグにも適用可能である。
【符号の説明】
【００２０】
　１０　ポーラスプラグ（ガス吹き込み用プラグ）
　１１　ポーラスれんが
　１２　不定形耐火物部分
　１３　プラグ本体
　１４　底部鉄板
　１５　側部鉄板
　１６　溶接部
　１７　ガス導入用パイプ
　１８　ガス導入口
　１９　補強材
　３０　羽口れんが
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